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九州大学応用力学研究所所報第56号昭和57年

魚礁の集魚効果に関する聞き取り調査 (2)

ふたたび北部九州沿岸漁民を対象とする調査について

井 上

概要

進＊

先般北部九州沿岸漁民を対象として実施した，魚礁の集魚効果に関する第 1回の聞き取り調

査（応用力学研究所所報，第52号，昭和55年，に掲載）に於て，結果の集約の段階で発見され

た若干の不備を補正して，再び北部九州沿岸で第2回の調査を行なった．

調査の方法は，上記の手直しを除いて，第 1回と同じである．調査の対象として御協力願っ

たかたがたに関する資料を表 1に，また個々の質問事項に対して漁民から示された反応を表2

に詳しく示した．回答を‘‘ハイ”,“イイエ”,“ワカリマセン”の3つに分類して，回答の85%

以上がハイまたはイイエに集中した場合，これを合意度が高いと見倣した．

その条件を満たす事項を設問の中から拾い出すことによって，（1）漁民が魚礁の集魚効果に

対して高い評価を持っていること．（2）魚礁に集まる付着生物や小魚類が，集魚効果の原因を

なすものと漁民がみていること．（3）しかしながら，集魚効果は，それ以外に，潮流という流

体力学的な要素に根本的に影響されるものであること．以上を現段階で得られる一応の結論と

する．

しかしながら，最終的な結論を下だすには，資料が不充分であるので， この調査をなお長期

間続けて行く計画である．

Key words: Natural reefs, Man-made reefs, Gathering of fishes, Interview method 

applied to fishermen 

1. まえおき

11 

筆者は前報に於て，人工及び天然の魚礁が持つ集魚効果について，北部九州沿岸の漁民を面接の対象

として実施した聞き取り調査の結果を報告した凡 調査の目的，方法，及びその結果得られた若干の中

間的な結論については，前報で詳しく述べたので，それを御参照戴きたい．

その際採用した聞き取り方式のなかで，将来改良すべきものとして，次の 2点をとりあげている．即

ち，

(1) 1回の面接対象者を必ずしも単独と限定せず，屡々複数に選んだこと．

＊九州大学助手，応用力学研究所（岡部淳一紹介）
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(2) やヽもすれば，活発な会話のペースに巻き込まれて， 1つ1つの小設問＊ごとに回答を確認す

ることを怠ったこと．

以上の 2点は，第 1回の聞き取り調査が一応完了して，その結果を集約する段階で，集計を困難にす

る原因になっていることに気付いたのであるが，前報においては，それを補正することなく，簡単な便

法を使って集約を実行した．詳細については，前報， 3.聞き取り調査の集約，とくに 3.1.集約の方法，

及び 3.3.今回の聞き取り調査における反省点と将来に対する改良指針， 頁 5-8，を御参照戴き度い．

その後機会を得て， これらの不備を一応取り除いた調査を実施することができたので， こヽにその結

果をとりまとめて御報告する次第である．

今回のこの調査に関して，前回同様，快く御協力下さった関係各漁業協同組合，並びに漁民各位に対

して，心からの謝意を表する．

また，応用力学研究所岡部淳ー教授から全般的な御指導を賜り，同じく星野スマ子技官からは原稿作

成に際して御援助を戴いた．厚く御礼申し上げる．

2. 聞き取り調査の方法と結果

聞き取り調査の対象として選んだのは，表 1に示した 17名の漁業従事者である． 調査の地理範囲を

一目瞭然とするために，御協力下さったかたがたの住所を，調査地点と見倣して示したのが図 1である．

これらのかたがたは前回の調査とは全く無関係であり，従って，本報告の調査結果は，前報と独立した

ものとして取り扱うことができる．氏名を匿名に留めた以外は，聞き取り調査の結果を理解するのに必

要と思われる範囲で，参考となる事項を表1に併せ記載した．また， これらのかたがたの選定が一定の

方針（たとえば，魚礁に対して特定の意見を持つ人を選ぶこと，などを指す）に依るものでなく，言わ

ば行き当たりばったりであったことは，前回の調査と同じである．

聞き取りの方法も概ね前回の通りである．但し，前にも述べた様に，前報で将来の改良の必要を指摘

した 2点は，その実現に極力努力した．

個々の小設閻に対する調査対象者AないしQの反応を，表2にまとめて掲げる．答はできるだけハイ

•イイエ形式に整理し，また，録音された回答の内容から，必要に応じて若干の文言を抜き出して， こ

れを註釈として加えた．ハイ・イイエ形式におさめきれない答は，適宜内容の要点を示した．

冗長さにも拘らず，敢えて個々の回答の内容を表2の形式で詳しく示したのは，合意度の高いものと

して次節に集約されている事項だけでなく，個々の回答のばらつきそのものの中に，読者， とくに魚礁

の利用に関心を持たれる漁民各位にとって，御参考になる知見があるいば潜んでいるのではないかとい

う期待の故である．

1回の面接に要した時間は，最長90分，最短45分，大部分は60分間程度であった． これらを集録

した録音テープは，すべて研究室に保管されている．

＊付録‘‘聞き取り調査の質問事項（再録）”に於て，例えば（3)(a), (3) (b)，等々を仮りに

小設問と呼ぶことにする．



聞対り調象*き9査者取
年齢塁 ＊9 採喜用具している 主な魚種と 使用漁船す筐乗組貝

住 所＊2 録音日時＊3 i巳 または漁
数のる トン 接む）者とれる月＊3

佐星賀賀県東松浦郡肥前町 • I (1)タイ， （2, 3)アラカプ，
7. 7 1 A 55. 2.15 42, 6 1 本釣 アマ1ダ)イ，

（4~ タイ

B I I福岡市西区大字西浦 I 55. 2. 21 I 49 ; 33 I 1 本 釣 I ((31~1~103)）イイサワキシ，， タイ 4.9 2 

C I福岡市西区大字西浦 I 56. 1. 13 I 40 ; 24 I 2そうこち網 l｛拿虐9]，ギ，カワハギ I 15, 8*'1 4, 3*' 
D 糸島郡志摩町野北 56. 1. 13 I 49 ; 33 弓［ (((317~~~261)) ) アラカプ， 4. 8 1 絹 メバル，

ヒラス， イサキ

E 北九州市若松区岩屋 I 56. 1.14 I 51 ; 32 I 1 本 釣 ((61~~512))アタライカ，ブヒ， ラメ I 
3 1 

F I遠賀郡岡垣町波津 I 56. 1. 14 I 41 ; 21 I 1 本釣 (4~12)ヒラメ I 2. 7 I 1 

G I宗像郡津屋崎町 I 56. 1. 19 I 52 ; 40 I 1 本釣 (ヒ1~ラ1ス2)ハマチ，タイ，
I 2. 9 I 

1 

(4~10)イサキ，コダイ，
4.8 H 佐賀県東松浦郡呼子町 56. 1. 20 52 ; 39 1 本釣 イカ， 2 

(11~1)タイ，ブリ，アジ

I I佐賀県東松浦郡呼子町| 56. 1. 20 I 54 ; 34 I 1 本 釣 (2~12)タイ I 
5 1 

J I宗像郡福間町南町 I | 56. 1. 23 I I 44 ; 21 I I 1そうこち網 I ((52~~31)）タイカイ，， イサキ
| 

5 
I 
3 

K l宗像郡福間町南町 I 56. 1. 23 I 44 ; 29 I 1そうこち網 1 ((25~~31）)イタカイ，， イサキ I 
5 3 

L 宗像郡玄海町神湊 I 56. 1. 26 I 50 ; 32 I 1 本釣 l｛拿鸞；1,，ブリ 4.8 I 1 

M I 宗像郡玄海町神湊 56. 1.26 143;27 I 1 本 釣 (((51~~4712)))サイクザカイ，工，， アワビ， 4.3 1 
8～ ブリ，ヒラス

N 福岡市東区大字志賀島| 56. 1. 29 I 65 ; 40 I 1 本 釣 | I （(51~0~101)1)ヒヒララメメ，， タイ 3 
I 
2 

。I宗像郡玄海町鐘崎 I 56. 2.16 J 52; 20 I 1 本 釣 | 1 （(64~~35))メタバイル， アフカブ， 3. s I 1 

p I福岡市西区能古 56. 3. 10 I 57 ; 21 I 1 本釣 チ(5~ヌ11)エピ，スズキ，
I 
2 1 

Q I福岡市西区能古 I 56. 3 10 I 55. 35 I 1 本釣 ((412~~11)) スズキ，チヌ，
I 1. 7 I 

1 
I 

. , 3ナマコ，ワカメ

表 1

*1 

*2 

*3 

*6 

表2の‘‘対象者欄”の

記号と対応する．

県名のないものは福岡

県の略．

例えば，昭和55年2月

15日を 55.2. 15と略

記．

* 4, * 5聞き取り調査時におけ
る満年齢，同じく経験

年数

例えば，年齢満42歳，

経験年数6年を 42;6 

と略記．

例えば 1月タイ， 2月，

3月アラカブ，アマダ

ィ， 4月から翌年 1月

までタイを (1)タイ，

(2, 3)アラカブ，ア

マダイ，（4~1)タイと

略記．以下同断．

2そうこち網用漁船と
して15トン及び 8トン

を使用，乗組員それぞ

れ 4人及び 3人の略

記．

*7 

聞き取り調査対象
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3． 聞き取り調査の結果の集約

表2, （その 1)から（その6)までに掲げた調査結果について， 右端の欄にその集計を示した．集

計の方法は， （その 1)の註＊2に説明した通りであるが， 再記すると次の様である． ある小設問に対

して， 17名の面接対象者のうち， a名が“ハイ （または，その通り）”， b名が‘‘イイエ（または，違

います）”， C名が“サア （または，わかりません）’'という反応を示したとき， これを a/17, b /17, 

C /17という分数の形で表示する． 但し， 0 /17は単に0と書く． （表2に上記3種の答を yes, no, 

n. c. (no comment)という英字で表わしたのは， 単にスペース節約のためであって， これらは英語式

でなく，日本語式に，つまり質問を肯定するときイエス，否定するときノーと読みかえて戴きたい．答

が返ってこないときはノー・コメントに入れて集計する．）同じ欄の次の行に， この設問に対して同じ

方式で記載された前報の集計結果をカッコに入れて併記する．ハイ・イイエ形式で処理できない小設問

に対しては，集計を空欄とする．

前報にならって，ハイ，イイエ，ワカリマセンの 3種に整理された回答のうち，“ハイ’'または“ィ

イエ”のどちらか 1つの分数の値が0.85以上に達した場合を，合意の程度が高いものと仮りに見倣す

ことにしょう．今回の調査では，聞き取り調査に応じてくださった面接対象者が17名であるので，上の

条件は，具体的に言うと， 17名中 15名以上のひとの回答が， ハイまたはイイエのどちらかに集中した

場合をさすことになる．（但し，頁15,下から第5行以下を参照．）
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表2の小設問から，この条件に適したものを選び出すと次の様になる．＊印を付けたものは， 前回の

調査において，合意度が高いものとして選ばれたものである．前回と今回との調査が無関係に実施され

たことを考慮すると， この聞き取り調査の結果に，相当の信頼を置いて差支ないものと言うことができ

るであろう．

(5) (a)魚礁に天然礁と人工魚礁との 2種類があるのは御存知の通りですが，あなたは魚礁を利用し

て漁をされますか． 答：ハイ 17/17. 

(b)魚礁はあなたの漁業活動にとって有用だと思われますか． 答：ハイ 17/17. 

(C)＊とくに人工魚礁の経済性について，価値が高いと思われますか． 答：ハイ 17 /17. 

(f) とれる魚は季節，昼，夜，天候によって違いますか． 答：ハイ 16/17. 

(6) (a)天然礁と人工魚礁をひとまとめにしてお話を伺います．魚礁の附近には，その魚礁に特有の

生物（海藻類，カキ，フジツボ，等）が付着していますか． 答：ハイ 16/17. 

(b) また，大きい魚の餌になる小魚類がたくさん住みつくことがありますか． 答：ハイ 16/17.

(7) (a)魚礁で漁をされるとき，魚群探知機（魚探）を使用されますか． 答：ハイ 16/17. 

(b) また潮の流れ，方向，速さ，等を考えながら漁具を入れられますか． 答：ハイ 17 /17. 

(c)＊潮時を考えて漁をされますか． 答：ハイ 17 /17. 

(d) また，潮の方向が急に変った時はどうされますか． 答：それに応じて移動する 17 /17. 

(e)漁具の入れかたは季節，天候，魚の種類，大潮や小潮によって違いますか．答：ハイ 15/17.

(8) (a)＊魚礁で漁をされるとき，ある種類の魚はいつでも潮流の上流（シオアゲ）側に，また別の種

類はいつでも下流（シオシタ）側にいる， というようなことがありますか． 答：大部分の

魚は潮上側にいる 17 /17. 

(c)＊満潮，干潮で潮の流れが変るときは，魚もそれにつれて移動しますか． 答：ハイ 16/17. 

(12) (a)魚礁の附近でとれていた魚が，季節が変ったり，気象（風向き，風力，気湿）が変わったり

すると，急にとれなくなることがありますか． 答：ハイ 17 /17. 

(b) また 1日の間でも，風向きによって漁獲量が変りますか． 答：ハイ 16/17. 

(16) (b) （人工魚礁は 1回入れると，そのまま放置するのですか．それとも，）時々補修されますか．

答：補修する 16/17. 

(18) (C)網がかかったままで放置しておくと，魚礁は魚を引き寄せる力を失って，魚は集まらなくな

りますか．それともとくに変化がなく，依然として魚は集まってきますか． 答：集まらな

くなる 15/17. 

合意度に対する前記の評価の方式に対して，例えば上に挙げた例について言うと，“イイエ”と‘‘ワ

カリマセン’'とを同一視しているのには不当ではないか， という批判がある． この指摘について，応用

力学研究所古賀洋治技官の御注意に感謝する． この批判にある程度迄答えるために，仮りに， “ワカリ

マセン’'の値を‘‘ハイ’'の 0.5と見倣すという便法を採ってみよう． そのとき， ハイ 14とワカリマセ

ン2, またはハイ 13とワカリマセン 4の共存は，ハイ 15と同じ価値をもち，従って 85%以上の合意
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表 2 聞き取り

（
そ
の

1) 

＼ 質問事項 A B C D E F G H I 

(5) (a) yes"'I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

(b) yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

(c) yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

(d) 4:『 5:5I 6:4 I 6:4 I 4:6 I 1:3 I 2,s I 1:3 I 1:3 

イワシ， タイ， ヒ
タイ，ブ イサキ，

タイ，ブア コダイ，
コダイ ヒラス， ラメ，ア

リ，ハマ タイ，ィ イサキ，
(e) ラカ ， 

タイ，キ
カワハ’ギ イサキ，

マダイ，ブ
ヒラメ チ， ヒラ ヵブ，アジ， タイ

アマダイ アジ ス， イサ リ，タ
イサ アラカ

キ イ

yes yes yes yes yes yes yes yes yes 

(f) 
天候によ 季節によ

天候によ
天候によ 天候によ 季節によ 季節によ 季節によ 季節によ

って違う って違う って（曇） って って って って って って
がよい

yes yes yes yes yes yes yes yes yes 

(6) (a) 

yes yes yes yes yes yes yes yes yes 

(b) 

(c) I yes I yes I n.c. I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

yes yes n.c. no yes yes yes yes no 

(d) 魚深礁の水魚置礁の位 位置よっ 位置よっ
によっ によっ て て
て変わる て変わる

*1 表2は質問事項（小設問）ごとに，聞送取り調査の各対象者の反応を表示したものである．質問
事項の番号は“付録聞き取り調査の質問事項（再録）”の番号に，また対象者の記号は表 1“聞き

取り調査対象者に関する資料”の記号に対応する．質問事項 (5)(a)から (6)(d) まで表2
（その1),(7)(a)から (8)(b) まで（その2),(8)(c)から (12)(b) まで（その3),
(13) (a)から (15)(b)まで（その4), (15) (C)から (18)(a)まで（その5), (18) (b) 
から (20)まで（その6)．質問事項（1)ないし (4)は表1に記載され，同じく (21)ないし

(24)は本題に関係がないので省略する．

*2 同一の質問事項（小設問）に対して， 17人の面接対象者のうち a人が yes, b人が no, c人が
no comment (* 7参照）又は沈黙(*8参照）の反応を示した場合， これを a/17, b/17, c/ 

17と略記する． 以下集計の欄の数字はこの順序で記載し， いちいち断らない． また， この欄2

行目の（ ）内の数字は，同じ小設問に対する前回の調査結果である，比較のため，同じ方式で
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調査の結果＊1

J K L M N 

゜
p Q 集 約＊2

yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 1 
17/17, 0, 

゜
yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 17/17, 0, 

゜
yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 2177//2178, . 0, 0 

('0,  1/28) *4 

3 : 7 1 3 : 7 7 : 3 5 : 5 6 : 4 7 : 3 1 7 : 3 3 : 7 (it畠；：見辻髯。：：％） 
イサキ， タイ，

タイ，

タイカ タイ， ヒラメ，
ヒラメ，

タイ， タイ スズキ， スズキ， （ タイ，イサキ，ブリ，）＊6 
ワハ，ギ， イカ ブリ，

イサキ， ヒラメ アラ，カブ チヌ チヌ
ヒラス，イカ，カレイ，

ブリ， メバル
イカ ヒラス

イカ

yes yes yes yes yes n. c. *7 yes yes 16/17, 0, 1/17 
季夕節と朝季節によ 季節によ 季節によ
によっ (14/17, 2/17, 1/17) 
て って って って

yes yes yes yes yes n.c. yes yes 

カイメン
16/17, 0, 1/17 

類も付く

yes yes yes yes yes n.c. 季節yeにsよ yes 

ってそう 16/17, 0, 1/17 
いうこと
がある

n.c. I yes I yes I n.c. I yes I n.c. I yes I yes (2143//2167, , 00, , 42//2167 ) 

n. C. yes yes yes no no 

魚種によ 季節によ *8 海況や水節 9/17, 4/17, 4/17 
温季

って って な’どによ
って

併記する．但し前回の調査で，質問グループ数（分母）が10に達しないものは，資料としての価

値が疑わしいので，記載しない．なお，前回の集約方法については，前報， 3.聞き取り調査の集

約， 3.1.集約の方法を参照して戴きたい．

* 3 yes, noは英語式ではなく，日本語式に（質問を肯定するとき yes, 否定するとき no)読んで
戴きたい．

*4 前回の調査で，合意の程度の高い回答として選んだ6項目については，その数字を太字で示す．
前報， 3．聞き取り調査の集約， 3.1.集約の方法， 3.2．集約の結果，参照．

*5 天然礁対人工魚礁の利用頻度の目やす．

*6 前回調査の結果で参考になる資料を＊2にならって（ ）書きで示す．

*7 ノー・コメント・‘‘さあ”,“どうですか”,“わかりません’'などイエス， ノー以外の回答．

*8 空白の欄は質問に対して回答のなかったことを示す．実質的にはノー・コメントと同じと思われ

るので，集計に当ってはノー・コメントとして処理する．
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（
そ
の

2
)

\ ~I A I B 1.  
質問事項

yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

(7) (a) 

~~I yes I yes I yes I yes I yes I yes 
(c) I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

反対の場潮の速さ
潮は時間

魚探で魚魚探で魚潮は時間
潮が急に

の経過と 変ること
アンカー潮が止ま

所に移動が変われ 群の位置群の位置の経過と 操業の場ると，次
する ばそれに

共に緩か を確認しを確認し共に緩か
はないの

に変るの
合は，魚の潮上手

(d) I 
従って錘 で， それ

てそれにてそれにに変るの
で潮どま

の大きさ 応じて移応じて移でそれに
りまでそ

探で魚群の場所に

に応じて
の位置を移る

を変える 動する動する応じて場
のまま
'確認して

網の入れ 潮が変わ
かたを変

所を移る
ると移動

かかり直
す

える する

yes yes no yes yes yes yes yes yes 

大は漁潮具の時が節誓潮時だけと季に
大潮潮， 小 大漁潮の時 魚の種類潮の流れ

などに は具が によって ゃ，風の

(e) 流されな 係し，
は関係な 流されな 変える． 強さで漁

1いよ大うに の関もの ＜網を入 い様に注 他のもの 具が流さ

錘をき には係れる 意する． には関係れないよ

くする しない 天候には しない うに錘を
関係しな 変える

し‘

(f) 

変わらなIn.C. I n.C. n. C． 変わらな n.c． 変わらな変わらな昼の錘は
ぃ 昼だけし昼だけ操し‘ 昼だけ操い い 小さく，

か操業し業 業
朝・夜の

ないヤ
錘は大き

ヽ

め，夜の
くする

ことはわ
からない

(8) (a) 

タイ，青青もの，
ものは潮ブリ，ヒ
上に，アラス，潮
フ・メバ上．赤も

(b) I ルは潮下の，タイに 潮下に

yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 
青もの 青ものはすべての魚種によ青ものが青もの，青もの， （下欄参但し潮流
（運動の潮上に移魚は潮にって，潮特に潮上タイは潮タイは潮照） の速い時
活発なも動する よって移上にいるにいる 上にゆく上にゆく は潮下
の）は潮 動し，いものと潮 煩向があ に，ゆる
上にいる つも潮上下にいる る やかにな

にいるものとが ると潮上
ある に移動す

る

イワシがn.c. I習性によ 瀬付の魚アラカ青ものはIn.c. 
ってブ咳動すれはあまりブ，メバ潮上が多

リ ヒラ
は，ブリ '移動しなル，ヒラい．但し

スは潮上
ヒラスも い メ類はあイサキは

に，イサ移動す まり移動潮上，潮

キは潮下 ・ 
る瀬付
のヒフ

しない 下どちら
に メアラ

にもいる

カブはあ
まり移動
しない
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J K L M N 

゜
p Q 集 約

yes yes yes yes yes yes yes no 

天対然確に コンク礁リ
I I 16/17. 1/17. o 

してたキ ート魚 (22/23, 1/23, 0) 
け に対して

だけ

yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I (2171//2171, , 00, , 0 0) 

yes I yes I yes I yes I yes | | j yes I yes I 1 yes (1276//2178, , 2/0 28, 0 0) 

潮の変化ゎ潮の変化流し釣に アンカー 潮の流れ流し釣の
潮ら汀上流手かし

潮に対し
は予め は前以て よって，t 

探合のを打はで，骰魚つ場魚群を

に従をって ため 潮ら てのぽる
かってい わかって

魚に礁船のを 船 移り動上流手す， か て礁 移動する 17/17, 0, 0 
るので いるの した ， 魚 かれ
それに，応， でそれってゆ

確場位認所をし移て
魚群探を追でっ

る，潮 (14/14, 0, 0) 
じて経応

に，応じて く，繰それ をのぼっ
で対 網を入れ を返す てかかり て，直かか
る る る 直す りす

yes yes yes yes yes no yes yes 

候仇時間とにと天関
大潮潮，よ小天潮候 大潮 獲る魚に 1本畠釣の 潮の大：：き大潮潮，よ小
につ
はな.関い;係Jヽ魚し

よって違場り あま いとは に．つ 15/17, 2/17, 0 
する． て変ま え 天ぅ． また わら 錘をえ て漁具を

の関もの る． tこ 候に餌よない る 変える (10/11, 0, 1/11) 
には係風向によ の種類に って疑ぁ
しない っても変 よって変 の色変 い

える える をえる

変わらな 変わらな 魚の種類魚の種類昼と夜基と n.c. 変わらな 変わらな
では 違本

し‘ tヽ によって によって
的ぅ に 昼業だけ操

し‘ し‘
餌を変え 餌を変え

．魚［
多少とも変わる 4/17 

る る
の同じ

胃で， 変わらない 8/17 
れてい

たが夜靡は n.c. 5/17 
全くれ
ないが
ある

yes yes yes yes yes yes yes yes 

魚すべての 習性によ タイ，青， 上タものイ，は青潮魚的は一性般潮ほ魚とんど照（下）欄参照（下）欄参 大潮部上手分の魚はが潮上 って，魚上ものにゆは
に習 のが潮＜ にいる

にいる は上すべて にゆく として 上にゆ 17/17, 0, 0 
潮にゆ 上にゆく
＜ （潮潮上下手手 21/7/2288, , o) 

n.c. 
瀬移動ものしなは

アラカブ瀬移 ものは 特に青も n.c. スズキは スズキ，潮
イシ動ダイ 動しな

の，紅:タイ
潮上に，ぁチヌは

ぃ， 青9嵐もは移し し‘ は上 チヌは 上に
のは ない にも まり移動
にゆ のま

瀬しも移付な動いの．魚し向がある り移動し
ない

ない
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＼ 質問事項 A B C D E F G H I 

全
yes yes yes yes yes yes yes I yes I yes 

ほとんど 必ず移動 餌儡になる

の の魚すが移 する 魚すがれ移ば(8) (c) 動る

3 モタイノ，は青8 

割す位る移動

(9) 65-80 40 60~100 40 60 40~50 I 40~60 60 夏冬1 6 05 0---.....~1 86 0 0 

n. c. I n. c. I yes n.c. yes yes no yes I n. c. 

水深の浅
大船をき魚い礁沈場

水深の浅 天然そ礁っ>• で
いところぅ いところ はい
ではそ とした で うことが

(10) (a) I I いうこと 合に ある．人
がある 工魚礁で

は無い

n. C. ふき上げ n.c. 

(b) 側

yes I yes I yes I yes I yes I n. c. I no J yes I yes 

(11) (a) 天然礁で水深の浅丈の高い 天然礁で
いところ天然礁で
で

yes I n. c. I n. c. I yes I n. c. 

n. c. I n. c. I n. c. I n. c. I n. c. I n. c. 

n. c. I yes I yes I n. c. I n. c. I yes 

yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

水温が変 季節によ
(12) (a) わると急 ってとれ

にとれな なくなる
くなるこ
とがある

yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes I yes 

北西風が北西風がカナギは北西風が北または青ものに青ものに北または南風は悪
(b) Iよく，南よく，南南風が悪よい 北西風がは北またはそうい北西風がい
風は悪い東風は悪い よく，南は北西風うことがよく，南

い 風は悪いがよいある 風は悪い

で
潮
魚
上
い

礁
大
き
き
に

然
，
と
ふ
側

天
は
の
は
げ
る

yes I yes I yes I yes 

(b) 渦は見分渦は見分渦は見分渦は見分
けられるけられるけられるけられる

(c) I n. c. I n. c. 

yes I yes 

(d) 渦は見分渦は見分
けられるけられる

/ n. c. 

yes 

大きな渦
は見分け
られる
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J K L M N 
I ゜

p Q 

yes | yes | yes | yes yes [ n. c. [ yes [ yes 

潮上;”手;に
いは
移し

いて 手し

にゆく
| I I I 

30~50 I 30~60 I 50~60 I 50~60 I 20~50 60 12~13 15~16 

n. c. I n. C. I n. C. I n. c. I yes I n. c. I no I no 

水深処の深
いでは

おこら喜な

底いがの’隆

している
ところで
はそうい
うことが
ある

ふき上げ I 
側ギにカナ
類がい
る

yes yes n.c. yes yes n.c. n.c. no 

二重潮 水深の浅水深の浅

（フ）タエ いところ いところ
ジオの で では確認
と吾 で言る

yes yes n.c. n.c. yes n.c. 

潮の速い 渦は見れ分
とき渦 けらる
は見れ， 分け
らる

n. c. I n. c. I n. c. I n. c. I n. c. I n. c. I 

yes n.c. yes yes yes n.c. 

渦は見れ分
けらる

渦は見れ分
けらる

yes yes yes yes yes yes yes yes 

風が変わ 潮流だけ 曳き釣のと
ると，と によって はそう
れなくな きまる． いうこと
る 風係向は関がある

ない

yes yes yes no yes yes yes yes 

北風がよ 潮向流や風風！はあま
音北よ)西くも(，風のが地は
丁青ものは 北＜風がよ 北＜風がよ

し‘ によっ 関係漁獲な または 南風
9『て釣りに 西風が は，悪い たは東

くいこと は’潮によ 風ジカ し'¥ 風がい
がある って変わ ゼが悪

る し‘

集 約

16/17, 0, 1/17 

(24/25, 0, 1/25) 

5/17, 3/17, 9/17 

(2/27, 23/27, 2/27) 

ふき上げ側 3/17 

n. c. 14/17 

11/17, 2/17, 4/17 

9/17, 0, 8/17 

0, 0, 17/17 

10/17, 0, 7/17 

17/17, 0, 

゜(8/11, 2/11, 1/11) 

南1北6/，東17北風,西が1/風悪17がい, よく0， 南，

21 

（北北(2，西0/風北2東1ま,， 1東/2，1南西,風0が)悪い） 
たは風がよい
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（
そ
の

4
)
 

¥対 A I B 
質問事項

沈船及び鉄船類鉄
漁具がひ虫が付き

(13) (a) っかヽらやすい
ないので
古タイヤ

(b) I no I no 

鉄，木鉄

(c) 

no no 

C I D I E 

船船鉄鉄船，

｀ ハス

11. C. I 110 I no 

鉄鉄鉄

虫が付き
やすい

no no 

(d) 

F 

鉄

鉄

no [ yes 

G 

船コンクリ船
ート製並
型魚礁

yes J n. c. 

コンクリ
ート

H I I 

鉄ー n.c.

yes I no 

鉄 ln.c. 

no no no 

魚礁の色
は汚れる

I n.c. 

と同じに
なるから
あまり関
係しな

(e) I ぃ．形は
関係す
る．魚の
かくれ場
所を作る
のが最も
大切だと
思う

n. c. I n.c. n.c. n. c. I no I n. c. 
魚礁の
形，色，材
料には関
係せず，
設置場所
によって
苔まる．

n.c. 

I 
yes I no I yes I yes I yes I n. c. I yes I n. c. I n. c. 

荒砂には 粘土質荒砂質 組合で入組合で入

(14) （a) | タイ，粘 れるのでれるので
土質には 知らない知らない
青もの

no I yes I n. c. I yes I n. c. I n. c. I yes I yes I n. c. 

場所の選 魚の通りチダイに
(b) 定が大切 道は季節はきまっ

によってた通り道
一定しながある
し‘~

青ものは
すぐ付

6ヵ月以 3年以上 2年以上|1年以上 3年以上 6ヵ月以場所にも 3年以上
上 上よるが，

(15) (a) く，タイ
は3ヵ月 1年以上

以上経っ
て i | 
yes I no I no I yes I no I no I no I no I yes 

埋没しな 年によっ(b) 
い限り変 ては変わ
らない ることも

ある
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J 
I 
K L M N 

゜
p Q 集 約

鉄船 鉄船
鉄船， I 鉄船類 鉄船，

木 船 I1 コンク 鉄船， 3鉄古（/ビ石船1タ7,イ113木冑ヤ//21船1/77,,11/7沈17,コ土船n,ン管パ.cク17ス.繹リ1/3/2/ー1717：, 7ト） , ／ゞス コンク リート バス
リート

I 

no I yes I yes I n.c. I n.c. no no n. c. I 4/17, 8/17, 5/17 

鉄 n.c. 鉄 鉄 鉄， 木 鉄 鉄 鉄 13/17,木 2/17,

フジツボ 経判験断から コンクリ コンクリート 2/17, 
類が付き ート n. C. 2/17 
やすい

yes I yes I yes I yes I yes no n. c. 木船ズyeキにsは
魚礁の高 ス，

さに集よっ コンクリ 7/17, 9/17, 1/17 
て，魚 ま ートには

る の種が 最ち初のう
類がち はチヌ
う が付く

I 

魚礁とし色りは生係あま魚潮は光陰や n. c. yes n. c. n.c. yes 

てはある 関物付なのに 烈設留した 材料きと形
程度の` く なるとこさ 古必回が，多く ろに寄る 力めあはる程色 でまる

設置場色所関によって乳保き護ま］ ききやすいのではな
る． 係ある．要方く いものがよいかと思 度関係す

ると思
（色がよい．土管が ） 

がよいいまたう 形ぅ．とま大たき， 
ある程度が 色，形関係ない
の要高さ さによっ n. C. 1 
必 てもきま

る

yes | yes n. C. n. c. yes yes no no 
粘土質チコダイ県・国で県・国で 海底の凹希望する新設は許

は黒砂，入れるの入れるの んだとこ場所に入可されな
9/17, 3/17, 5/17 

マダイはで知らなで知らな ろがよいれることい
荒砂いい は必ずし

(13/14, 0, 1/14) 

も認めら
れない

yes I yes yes j yes j yes I n. c. j no j n. c. I 
永年の経天然礁の 9/17, 2/17, 6/17 

I 

2年以上 6ヵ月位
付着生物
がなくて
も魚はす
みつく

no I no 

験から，近くに入
天然礁のれる (18/21, 0, 3/21) 
近くに入
れる

--

n.c. I n. c. 大型コンパスは 313年以上コンクリ
クリートヵ月位 ートは 3 20日位 4/22 

五望3年 1 年以上（〗言冒）
yes I yes I yes I n. c. I no [ yes 

I 

I 7/17, 9/17. 1/17 
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（そ

の

5) 

＼ 質問事項 A B C D E F G H I 

yes yes yes n.c. yes no yes yes yes 

魚底礁にが埋海没農
(15) (C) して，き

の付
少なくな
ることが
ある

(16) (a) no no no no no no yes no no 

yes yes yes yes I yes yes yes yes yes 
補張充をすや拡る 魚付の良く 年ぐに 1付回少付し足ずつ付け足す 国や県が補充する

(b) iヽ魚礁 らい けす 入れたま
ことがあ はけ足 け足す ま放置
る す

運搬入船で運投搬入船すでる土達管でを投自
クレーン クレーン 運搬入船で クレーン 以前の魚

投する
分入する

船で投入船で投入投する 船で投入礁に付け

(c) する する する 足す

yes yes yes yes yes yes yes yes no 

高場ま1本合くり釣丈すはのあをる

魚の習陰性 申点合せに 申贔合せに誓自分達の 殆ど区別
からを よ 鴨釣用 よ釣の 望に入すれる

がない

が作った方 魚網 への
よく 近のには 入れは てもらう

(17) (a) とよ広くな 従って丈， 方対もに網を しないこ と， もう

しヽ，讐 ＜ の高い ってゆ とになっ 少し効果

数分 方多して
がよい かないよ ている があると

するが＜ 
うにして

がせ，を無申合視
思う

いる
よい する人が

ある

の1本魚礁釣用と

丈天近人を然入工のく礁魚高れに， 礁のれい

2網そうこ‘ 高さは 5釣用贔に材料を積 中心に高置魚礁は分靡釣面用魚礁
ちは土mぐらい は，の み重ねて い山を

散冒して
は積を

しては高位 管がよい がよい 高がし 礁丈を方高く いて，囲そ にし，すき 広潮 くしさlm よい したがの周に 流に対， 

がよい． が，》網用 よい．ま 低乳い山を まを残し しての尺
漁具がひ ば，魚の にはの た他の魚 散して た方がよ 度を長く
っかから かくれ場吾 低いが礁にでき った方 しヽ． とる方が

(b) ない点で所がで よい るだけ近 がよい
流れに対貫よいは丸型が て魚のア づけた方

岱靡して直集はよいが効型，果が
パートと がよい

向の
なる

大悶きい
っを長た方く

よい

yes yes 

大や型沈魚船闘礁魚 天網然が礁に
(18) (a) かか

悶 ったのを

見がること
する ある
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JI KIL IM IN IO Ip IQ 集
約

yes I yes no no yes I n. c. no yes 

11/17, 4/17, 2/17 

no I no I no I no yes I n. c. I no I no 
2/17, 14/17, 1/17 
(2/22, 20/22, 0) 

n. c. I yes I yes 

市と業者年に 1回
との契約ぐらい付

16/17, 0, 1/17 

で 5年間け足す
で3回付

(20/22, 2/22, 0) 

け足す

I 

運搬船で運搬船でクレーンクレーンクレーン n.c. クレーノ、石は自分
投入する投入する船で投入船で投入船で投入 船で入れ—達で投

する．漁する．漁する る．その
人，コン
II -

民は立会民は立会 時は組合
ク）ト
はクレー

うだけうだけ が立会う ン船で投
入

― -- • ---.— 

yes I yes yes 
付け足す付け足す付け足す

yes yes 

魚の付言
が悪けれ
ばそのま
ま放置，
良ければ
補充する

yes I yes 

網に適し
た魚礁は
ある

yes I yes I yes I no I yes 

釣用とし 1本釣用魚礁には
ては，魚として基本的に
礁の中には，ある釣用と網
1ヵ所， 程度大き用と区別
丈の高いいブロッがある様
所があるクが，広に思われ
方がよいい範囲にるが現実

分散してには共用
いるのがしている
よい

no 

14/17, 3/17, 0 

| 

丈の高さあまり”n.c.
は6~7くすると
m位．網網がかか
がかからるので，
ない程度高さには
がよい 限度があ

る．あま
り範囲が
広くても
魚が分散
するので
使いにく

し‘

¥
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＼質問＼事＼項＼＼対＼象＼者、

（その6)

(18) (b) 

(c) 

(19) 

(20) 

井上 進

A B 
I 
C D E 

| 

F G H I 

天場然合礁がの多 天場然合礁がの多

発召のコー場生ント昇魚合クし礁がやリ） 
天場然合礁がの多

し‘ し‘ し‘

（本1本人釣は） （本1本人釣は） 

yes yes yes yes yes yes yes yes yes 

集＜まらな集＜まらな 集＜まらな 小さい魚集＜まらな
然但な集しく，なま全るら

魚礁と慶し集＜まらな集＜まらな
なる なる なる が寄り＜ つ なる ての集を なる なる

かなな 腎ぅ
自るので，大も

というわ
けではな

いき然なな魚にくな し‘

る

yes yes yes n.c. yes n.c. n.c. yes n.c. 

タイは 3 魚きまった
年期位の周 ったは季苔節ま

にとれる

前漁がよ前漁がよ後漁がよ青ものは青ものは魚の種類台風のあタイ，プタイは時
い い い 前漁がよ前漁がよによってとがよいリは時化化の後が

い い 違うけど の後がよよい
前漁がよ い
し‘

（頁15より続く）度を意味することになる．この条件を満たすものとして，新たに次の設問が追加される．

(6) (C)＊海藻とその中に住んでいる小魚類と，それを食べる大きな魚， これら 3つがきまった組合せ

を作っていることに，気がつかれたことがありますか． 答：ハイ 13/17, ワカリマセン

4/17. （＊印につい＇ては，頁 15,第 1行参照）

4. むすび

この聞き取り調査によって現在までに得られた資料は，最終的な結論を導き出すにはなお不充分であ

って，筆者は引き続き調査を実施して，多くの資料を収集したいと思っている．読者各位の御批判，御

示教を恭くすることができれば，何よりの幸である．

下にはただ，合意度が高いとして，前節に抜き出した項目を瞥見することによって得られる若干の印

象を，中間的な結論として掲げるに止める．

(1) （5)の (a), (b), (c)＊から，天然礁及び人工魚礁の集魚効果について，漁民が高い評価を

もっていることが明らかである．
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JI  KIL  IM  IN  IO  IP  IQ 集 約

I 

天然礁 3/17,人工魚

沈の船と魚き礁発す沈船魚皐礁のとき
生しや 生しや
し‘ し‘

礁 3/17,n. c. 11/17 

yes yes n. c. Il. C. yes yes yes yes 

集＜まらな 魚は絶対な 網がゆれ効果ながな 網の新し網の新魚し
なる に付か

てと，な威り魚しくる い間はゆ い嫌間は
ぃ． 魚恐が

魚れとらながて威躾り小まし
がう．

網をが を寄せつ ゆれて威
るのでは けない しになる 15/17, 0, 2/17 
ないかと

なi＜ くな心田、 : ） 

にる．大も 然なま

魚らな な

る

yes yes no n. c. yes yes yes yes 

年タイは3 年によ期っ きまった きまった

の周ぐ期らしで‘ ては周 魚はきま 周期があ
がある った季節 ることは 11/17, 1/17, 5/17 

とれる にとれる わかる
が， 具体ゎ
的には
からない

後漁がよ 後漁がよ が時化の後時が化の後時が化よのい後時海化の後時化前がi時ょ化前が
し‘ し‘ よい よい の 水たがよい い 前漁7/17,後漁 10/17

濁っ時
がよい （前漁8/16,後漁8/16)

(2) (6)の (a), (b), (c)＊から，魚礁に集まる付着生物及び小魚類が，集魚効果の原因をなす

ものと，漁民が見倣していることが，明らかに看取される．

(3) (7)の (b), (c) *, (d), (8)の (a)*, (C)＊から，魚礁の集魚効果がそこに住みつく付

着生物及び小魚類だけによるのではなく，潮流，即ち海水の運動という流体力学的な要因，に根本的に

影響されるものであることが示されている． このことは， 前報に於て嘗て指摘した処であるけれども

（前報， 3.聞き取り調査の集約， とくに 3.2.集約の結果，頁7'参照．）， 今回の調査によって，なお

一層明瞭になったのは，意義のあることと思われる．

参考文献

1) 井上 進：魚礁の集魚効果に関する聞き取り調査 (1) 北部九州沿岸漁民を対象とする調査に

ついて，応用力学研究所所報，第52号 (1980)1. 
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付録

聞き取り調査の質問事項（再録）＊

(1) 今日水産学の専門家の間で，魚礁（以下，人工魚礁と天然礁，すなわち浅瀬のことを，

ひとまとめにして，魚礁と呼ぶことにします）に魚が集まるのは，餌が多いからだとか，魚が陰

影を好むからだとか，危険に際して身を隠すことができるためだとか，魚礁のまわりに潮の流れ

で渦ができるのが原因だとか，その他いろいろな説があって，何故魚礁に魚が集まるのか，はっ

きりした結論はまだ得られておりません．

私どもは，この問題を主として流体力学の立場から，調べてみようと思っています．つまり，

潮流その他一般に海水の流れが原因となって，例えば，魚の餌になる小さな動植物が魚礁に集ま

り，更にそれを食べる大きな魚がそこに集まってくる一ーそういう風な自然界の仕組みがあるの

ではないかという立場から， この問題を調べてみようと思い立ったわけです．そこで魚礁のまわ

りの海の状況について， とくに海水の運動に関連して，いろいろ伺いたいと思います．

現在漁業に携わっておられる多くのかたがたに， こういう風にしてお話を伺って，そのかたが

たが長い間かかって貯えられた貴重な経験をお話し戴き，それを集めて整理し，その中から共通

のポイントを選び出す――—そういう方法によって，海水の運動が魚礁附近に魚を集める効果を本

当に持つのかどうかを，学問的に調べたいと思います．

この研究の最終の目的は，魚礁に魚が集まるのは何故か， という大きな問題を解決して，でき

るだけ集魚効果の大きい人工魚礁の形や作り方を知ろうとするものです．この調査はその基礎資

料を集めるためのもので，学術研究の立場以外には，その内容を外部に漏らすことはありません．

また，外部に漏れて困ることについては，お話し戴かなくて結構です．』この趣旨をよく御理解の

上，お差支えのない範囲で御協力下さるようお願いします．これから，いろいろおたずねを致し

ますが，答えにくい質問には，御遠慮なく，“知らない’'とか“分らない’'とおっしゃって下さい．

(2) 先ず，あなたの住所，氏名，年令，経験年数を伺います．

(3) (a) あなたがいま採用しておられる漁具 (1本釣，ごち網，まき網，等）は何ですか．

(b) また，漁獲の対象となる主な魚種ととれる季節（または月別）とを教えて下さい．

(4) (a)使っておられる漁船は何トンですか． （b) また，乗組員は何人ですか．

(5) (a)魚礁に天然礁と人工魚礁との2種類があるのは御存知の通りですが， あなたは魚

礁を利用して漁をされますか． （b)魚礁はあなたの漁業活動にとって有用だと思われますか．

(c) とくに人工魚礁の経済性について，価値が高いと思われますか．（d)天然礁と人工魚礁と

を比べて，あなたが漁場として利用されるのは， どちらの場合が多いですか．その大よその割合

を教えて下さい． （e) また，そこでとれる魚種は何ですか． （f) とれる魚は季節，昼，夜，

天候によって違いますか．

(6) (a)天然礁と人工魚礁をひとまとめにしてお話を伺います． 魚礁の附近には，その魚

礁に特有の生物（海藻類，カキ，フジツボ，等）が付着していますか． （b) また，大きい魚の

餌になる小魚類がたくさん住みつくことがありますか． （c)海藻とその中に住んでいる小魚類

と，それを食べる大きな魚， これら 3つが恙まった組合わせを作っていることに，気がつかれた

ことがありますか． （d) もしそういう組合わせがあれば， この組合わせは魚礁の位置や種類に

よって，いろいろに変わるものでしょうか．

＊表2' （その 1)から（その6)， の質問事項を具体的に明らかにするため， 読者の御便宜をはか

って，前報（参考文献1)の頁8-10をそのまま再録したもの。
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(7) (a)魚礁で漁をされるとき，魚群探知機（魚探）を使用されますか．（b) また潮の流

れ，方向，速さ，等を考えながら漁具を入れられますか． （c)潮時を考えて漁をされますか．

(d)また， 潮の方向が急に変った時はどうされますか． （e)漁具の入れかたは季節， 天候，

魚の種類，大潮や小潮によって違いますか．（ f)昼と夜とではどうですか．

(8) (a)魚礁で漁をされるとき， ある種類の魚はいつでも潮流の上流（シオアゲ）側に，

また別の種類はいつでも下流（シオシタ）側にいる， というようなことがありますか．（b) もし

そうならば，潮上側にいる魚は何で，潮下側にいる魚は何ですか． （c)満潮，千潮で潮の流れ

が変るときは，魚もそれにつれて移動しますか．

(9) いま漁をされている魚礁附近の水深は何メートル位ですか．

(10) (a)魚礁の潮上側と潮下側で，水が海底からふきあげたり， ふきおろしたりしている

のに気がつかれたことがありますか． （b)魚はふき上げ側にいる事が多いですか．ふき下げ側

にいることが多いですか．

(11) (a)魚礁の潮上側と潮下側で，水が渦を巻いていることがありますか．（b)渦と，ふ

き上げ・ふ送下げとは，海の表面を見て区別できますか． （c)渦を巻いている処では，海水の

温度が特に低いとか高いとかいうことがありますか． （d)海藻などの漂流物で渦やふき上げ・

ふき下げなどを見分けることができますか．

(12) (a)魚礁の附近でとれていた魚が， 季節が変ったり， 気象（風向き，風力，気温）が

変ったりすると，急にとれなくなることがありますか． （b) また 1日の間でも，風向きによっ

て漁獲量が変りますか．

(13) (a)人工魚礁の種類についておたずねします．沈船（木・鉄），古いバスや古タイヤ，

柴，土管，コンクリート・ブロック，また最近ではプラスチック製などがありますが，その中の

どれが魚礁としてすぐれているとお考えですか． （b)各々について集まる魚の種類が違います

か． （c) また，コンクリート・ブロック，鉄，木（柴）のうち，どの材料が集魚効果が一番大

きいでしょうか．（d) これらの各々についても，集まる魚の種類が違いますか．（e)魚の種類

は魚礁の形や色によってきまるのでしょうか．それとも材料によってきまるでしょうか．

(14) (a)人工魚礁を造成されるとき， 海底の状況（荒砂， 貝がらまじりの細い砂，粘土，

等）を考えて資材を入れられますか． （b)魚の通り道については考えられますか．

(15) (a)人工魚礁は入れてからどの位の時間（何ヵ月， 又は何年）経ってのち， 魚が付き

始めますか． （b) その後はずっと変りませんか． （c) それともまた，あまり年が経つと，逆

に，だんだん魚が集まらなくなるということがありますか．

(16) (a)人工魚礁は 1回入れると， そのまま放置するのですか． （b)時々補修されます

か． （c) どういうエ合にして補修されますか．

(17) (a)網漁業および 1本釣では， 各々その漁法に適した規模の魚礁があると思われます

が， どうでしょうか． （b)網用の魚礁， 1本釣用の魚礁について，一番適当な形，大きさ，高

さ等があれば教えて下さい。

(18) (a)操業中魚礁に網がひっかかるという事故は屡々発生しますか．（b)天然礁と人工

礁とで，網の事故はどちらが発生し易いですか． （c)網がかかったままで放置しておくと，魚

礁は魚を引き寄せる力を失って，魚は集まらなくなりますか．それともとくに変化がなく，依然

として魚は集まってきますか．

(19) 大漁には周期がありますか．

(20) 低気圧の通る前の漁（マエリョウ）と，通った後の漁（アトリョウ）とでは， どちらが

漁獲が多いですか．
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(21) その他，天然礁や人工魚礁について，つねづね気がついておられることがありましたら，

なんでも教えて下さい．

(22) 200浬問題や後継者問題について，お考えを聞かせて下さい・

(23) 最後に沿岸漁業の今後の展望と，資源保護についての御意見を聞かせて下さい．

(24) 録音場所と日付（井上吹込み）．

追記：なお，次回の調査から，上記質問事項の一部を次の様に改める．

1. (6) (a)， ・・・（海藻類， カキ， フジツボ， 等）…を…（海藻類， カキ， フジツボ， 虫， 等）・・・に

訂正．

2. (7) (d)， ・・・潮の方向が急に変った時は・・・を・・・潮の方向が変った時は…に訂正．

3. (8) (a) と (8)(b) とをまとめて (8)(a) とし，従って (8)(c) を新たに (8)(b)

とする．

4. (16) (a) と (16)(b) とをまとめて (16)(a) とし，従って (16)(C) を新たに (16)(b) 

とする． 以上

（昭和 56年 10月31日受理）




